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平
成
十
三
年
二
月
二
十
四
日

・

二
十
五
日
、
萩
山
神
社
の
例
祭
に

伴

っ
て
、
獅
子
舞

・
囃
子
屋
台
の

芸
能
発
表
会
が
盛
大
に
執
り
行
わ

ム
、
獅
子
曳
き
の
子
ど
も
達
の
真

剣
な
演
技
が
大
勢
の
区
民
の
眼
を

引
き
つ
け
た
。
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保存会役員の先導で安養寺へ向かう大勢の区民に囲まれて
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平成13年 6月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 2)第 49号

区
報
四
十
九
号
発
刊
に
当
た

り
、
区
内
の
情
勢
を
報
告
致
し

ま
す
。
二
月
末
の
春
祭
り
の
際
に
は

大
勢
の
皆
様
方
の
御
参
加
を
頂

き
、
盛
大
に
二
十

一
世
紀
の
幕

明
け
の
祭
事
が
出
来
ま
し
た
。

保
存
会
々
員
の
方
々
、
区
民
の

皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ
て
神
社
前

の
宝
蔵
庫
や
旧

公
民
館
講
堂
二

階
に
下
市
田
の

歴
史
を
証
す
書

類
が
山
積
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
か

ら
区
の
財
産
と

し
て
貴
重
で
あ

る
と
の
提
言
を

頂
き
ま
し
た
。

平
成
七
年
よ
り

史
談
会
の
皆
様

の
手
に
依
り
整
理
さ
れ
、
こ
の

度
古
文
書
目
録
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
区
内
の
産
業
、
文
化
、

神
社
、
青
年
団
等
に
分
離
さ
れ

て
お
り
、
史
談
会
の
皆
様
の
御

苦
労
の
あ
と
が
う
か
が
い
知
る

事
が
出
来
ま
す
。
本
年
七
月
よ

り
、
第
二
水
曜
日
に
史
談
会
の

定
例
会
が
催
さ
れ
、
皆
様
の
協

力
に
依
り
希
望
さ
れ
る
方
々
に

は
館
内
に
て
公
開
致
し
ま
す
。

な
お
目
録
は
各
部
落

へ
一
部
ず

つ
配
布
を
致
し
ま
す
。
ぜ
ひ
目

を
通
し
て
下
さ
い
。

区
民
会
館
前
の
広
場
に
前
々

か
ら
野
外
ト
イ
レ
設
置
の
要
望

が
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
の
事
情
で
見
お
く

っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
此
の
度
広

場
利
用
の
方
々
の
要
望
に
お
応

え
す
る
た
め
、
区
民
会
館
裏
側

へ
水
洗
ト
イ
レ
を
設
け
ま
し
た
。

公
衆
ト
イ
レ
で
あ
り
、
区
民
全

体
の
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。
汚

さ
な
い
様
に
、
ま
た
大
切
に
使

用
し
て
下
さ
い
。

下
市
田
郵
便
局
設
置
の
件
で

す
が
、
こ
の
度
埋
蔵
文
化
財
の

調
査
も
終
了
し
、
現
在
神
稲
建

設
株
式
会
社
に
依
り
工
事
が
進

行
中
で
あ
り
十
月

一
日
開
局
に

な
り
ま
す
。

又
町
内

四
ケ
所

（吉
田

・
新
田

・
上
市
田

・
下

市
田
）
に
な
り
ま
す
の
で
町
の

住
民
票
等
の
交
付
が
諸
準
備
が

整
い
次
第
出
来
る
様
に
な
り
ま

す
。　
一
日
も
早
く
完
成
さ
れ
る

事
を
念
願
致
し
ま
す
。

又
本
年
は
常
会
長
、
区
の
委

員
の
改
選
の
年
で
あ
り
、　
一
年

又
は
二
年
任
期
で
ス
タ
ー
ト
致

し
ま
し
た
。
四
月
二
十
日
に
地

区
計
画
下
市
田
区
内
約
四
十
ケ

所
の
下
見
を
行
い
、
第

一
歩
と

致
し
ま
し
た
。

本
年
も
委
員
、
常
会
長
皆
様

の
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
し
ま

す
。
拙
文
に
て
お
許
し
下
さ
い
。

こ
の
度
、
新
年
度
の
五
区
部

落
長
と
し
て
、
下
市
田
区
の
代

議
員
会
の
初
会
合
に
出
席
し
た

と
こ
ろ
、
図
ら
ず
も
会
長
に
選

任
さ
れ
、
「
下
市
田
区
運
営
規

程
」
「
代
議
員
会
会
議
規
則
」

「
下
市
田
区
選
挙
管
理
規
定
」

な
ど
改
め
て
見
直
し
、
そ
の
責

務
の
大
き
さ
に
、
改
め
て
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

代
議
員
会
は
、　
一
区
四
名
、

二
区
二
名
、
三
区
三
名
、
四
区

二
名
、
五
区
二
名
、
六
区
二
名
、

の
十
五
名
で
構
成
さ
れ
、
「
下

市
田
区
運
営
規
程
」
に
よ
り
、

区
民
を
代
表
し
て
区
の
運
営
に

関
し
て
審
議

・
決
定
す
る
こ
と
、

と
な

っ
て
お
り

「
代
議
員
会
会

議
規
則
」
に
基
づ
き
会
議
を
開

き
、
「
下
市
田
区
選
挙
管
理
規

定

一
で
は
、
代
議
員
の
中
よ
り

八
名
を
選
び
、
選
挙
管
理
委
員

会
を
設
置
運
営
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

下
市
田
区
は
大
区
で
あ
り
、

大
区
で
あ
る
が
た
め
の
良
さ
も

あ
り
、
大
区
で
あ
る
が
た
め
の

問
題
点
も
多
く
、
区
民
各
位
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

代
議
員

一
丸
と
な

っ
て
、
区
政

の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。下
市
田
区
が
住
み
よ
い
区
で

あ
る
た
め
に
は
何
を
な
す
べ
き

か
、
そ
の
こ
と
を
何
時
も
心
の

中
に
置
き
、
微
力
な
が
ら
努
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
区
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

区の情勢について
区長 富 田 隆 仁

新年度就任の

代議員紹介と

会長挨拶
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和
や
か
な
地
域
づ
く
り
目
指
し
て

新
館
則
で
ス
タ
ー
ト

公
民
館
下
市
田
支
館
長

小

宮

山

佳

子

今
年
度
、
林
務

委
員
長
を
務
め
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

微
力

で
は
ご
ざ

い

ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願

い
致
し
ま

す
。委
員
会

の
事
業

は
、
区
の
財
産

で

も
あ
り
ま
す
区
有

林

の
保
守
維
持
、

管
理
が
主
た
る
事
業
で
す
。
自

然
を
愛
し
、
自
然
を
守
り
、
自

然
環
境
保
全
に
つ
と
め
、
末
長

長
Ｆ

一員
摯
′

．
絡
村
林

西

ま
え
て
の
公
民
館
研
究
委
員
会

の
研
究
に
基
づ
く
事
業

・
組
織

・

役
員
選
出
方
法
等
の
改
変
な
ど
、

関
係
委
員

・
役
員
各
位
を
始
め
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
進
め
る
こ
と
が
で

き
、
又
萩
の
里
祭
は
保
育
園
の

参
加
等
に
よ
り
参
加
者
の
幅
も

広
が
り
ま
し
た
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
小
宮

山
支
館
長
さ
ん
を
始
め
、
関
係

役
員
各
位
の
益
々
の
ご
活
躍
と

ご
発
展
を
祈
念
し
、
御
礼
芳
退

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

く
立
派
な
山
と
し
て
維
持
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
次
第
で
す
。

区
民
の
皆
様
の
手
を
お
借
り

し
て
行

っ
て
ま
す
年
二
回
の
管

理
作
業
、
区
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
て
、
区
有
林

の
管
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

彦
長一貝
象午

委利
島

水

従
来
よ
り
継
承
し
て
来
た
水

利
権
に
よ
る
、
大
島
川

・
南
大

島
川

・
引
張
川
取
水
口
各
分
水

箇
所
の
管
理
、
各
用
水
路
の
保

守
、
又
四
ケ
所
の
農
業
用
溜
池

の
管
理
作
業
が
基
本
的
な
仕
事

で
す
。
と
こ
ろ
で
、
年
毎
に
道
路
拡

巾
工
事
舗
装
の
完
工
、
今
迄
な

か

っ
た
道
路
測
溝
の
設
置
、　
一

方
入
居
戸
数
の
多
い
ア
パ
ー
ト

建
設
、
集
団
的
分
譲
住
宅
の
建

築
等
々
の
環
境
変
化
が
降
雨
時
、

土
中
に
浸
透
せ
ず
、
従
来
の
用

水
路
に
流
入
す
る
為
、
各
箇
所

で
溢
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
来
ま

し
た
。
水
利
委
員
は
常
時
注
意
を
払
っ

て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
全
員

で
こ
の
対
処
に
当
た

っ
て
頂
け

る
様
希
望
し
ま
す
。

鰹

暉

■

本
年
度
か
ら
ニ
ケ
年
間
、
私

ど
も
が
公
民
館
下
市
田
支
館
三

役
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
大
変
重
責
に
感
じ
て
お

り
ま
す
が
、
諸
先
輩
か
ら
受
け

継
が
れ
て
来
た
下
市
田
区
の
公

民
館
活
動
が
、
滞
る
こ
と
な
く

前
進
で
き
ま
す
よ
う
、
精

一
杯

の
努
力
を
致
す

つ
も
り
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
何
卒
、
ご
支
援
、

ご
協
力
の
程
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

支館 長

田 中 達 郎

百
田

新
年
度
出
発
に
当
た
り
最
大

の
課
題
は
、
昨
年
大
巾
に
改
正

さ
れ
た
館
則
に
そ
っ
て
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
り
ま
し
て
、
部
員
構
成

も
二
十
名
に
縮
小
し
、
部
門
も

分
け
ず
全
員
で
総
て
に
取
り
組

む
こ
と
に
な

っ
た
点
で
す
。

館
則
の
改
正
は
、
現
時
点
で

最
良
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

分
館
長

・
分
館
主
事
の
皆
さ
ん

と
共
に
手
を
携
え
て
、
下
市
田

区
の
和
や
か
な
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
区

民
の
皆
さ
ん
が
連
携
の
輪
を
拡

げ
る
場
と
し
て
の
、
公
民
館
活

動
を
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

退
任
挨
拶

前
支
館
長

木

下

　

豊

平
成
九
年

一
月
よ
り
四
年
余

り
、
下
市
田
公
民
館
の
運
営
に

当
た
り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、
体
育
事
業
の

見
直
し

（選
手
制
か
ら
自
主
参

加
）
、
伝
統
あ
る
カ
ラ
オ
ケ
大

会
の
中
止
、
町
の
公
民
館
組
織

の
変
更
に
伴
な
う
支
館

・
分
館

へ
の
移
行
、
時
代
の
変
化
か
ら

生
ま
れ
る
意
見

・
要
望
等
を
踏

新
世
紀
の
幕
明
け
の
年
度
に

土
木
委
員
長
の
大
役
を
引
き
受

け
、
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き

し
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

土
木
委
員
の
本
年
度
の
仕
事

は
、
地
区
計
画
に
依
る
道
路
改

良
、
舗
装
工
事
二
十
五
件
の
他
、

農
道
湯
ケ
洞
線
、
ビ
ー
ワ
ン
前

信
号
設
置
工
事
が
継
続
さ
れ
る

他
、
北
村
地
区
周
辺
の
道
路
改

良
、
朝
霧
の
里
事
業
が
計
画
中

で
あ
り
ま
す
。

工
事
に
当
た
り
ま
し
て
は
地

権
者
、
関
係
者
の
皆
様
の
御
理

解
、
御
協
力
を
得
な
が
ら
、
今

後
町

・
区
と

一
体
と
な
り
事
業

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
の
で

一

層
の
御
指
導
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

二
十

一
世
紀
を
迎
え
国
会
迄

が
、
ゴ
ミ
問
題
を
論
議
さ
れ
る

昨
今
、
我
区
で
も
二
回
目
の
ゴ

ミ
の
集
収
を
行
い
ま
し
た
『
か

分
別
の
方
法
が
、
未
だ
確
ら

な
い
方
が
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ま
今

一
度
、
町

か
ら
配
ら
れ
た
分
別
表
を
見
て

勉
強
し
て
下
さ
い
。

こ
の
先
も

っ
と
厳
し
い
分
別

法
に
な
り
ま
す
。

不
必
要
な
物
は
買
わ
な
い
位

い
の
気
持
ち
を
も

っ
て
ゴ
ミ
問

題
に
対
処
し
て
い
け
れ
ば
…
。

そ
し
て
個
人
個
人
の
モ
ラ
ル

に
も
期
待
し
た
い
。

今
年
度
、
消
防
委
員
長
と
し

て
、
ニ
ケ
年
間
区
民
の
皆
様
に

お
世
話
に
な
り
ま
す
。

春
先
は
空
気
も
乾
燥
し
て
、

火
災
の
発
生
も
多
発
し
て
い
ま

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
下
市
田
区

よ
り
火
災
を
出
さ
な
い
様
に
お

願
い
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
放
水
訓
練
時
に
、

又
日
赤
奉
仕
団
の
方
達
の
炊
き

出
し
訓
練
等
、
区
三
役

・
各
部

落
長

・
自
衛
消
防

・
消
防
団
出

席
で
や
り
ま
す
。

区
民
の
方
達
も
、　
一
人

で

も
多
く
参
加
し
て
頂
き
ま
し
て
、

非
常
食
品

・
避
難
ホ
ー
ム
セ
ッ

ト
を
参
考
に
し
て
頂
き
、
東
海

沖
地
震
に
備
え
て
下
さ
い
。

HI支館主事

宮 島 ツ ヨ

孝

中
肖
1尊

委是長
,J 以 彦

ヽ

桐・李
委卓負́:
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Ｆ下
市
田
区
■
■
■

一監
菫
委
員
紹
介
〓

‥‥一十一ｒ一十■‥一一一一‥一十ｒ̈■一十ギ，■〓一一‥一十■

f~〔 :::ミヽご

挨

拶

委
員
長

北

原

昌

己

こ
の
度
選
任
を
頂
き
、
区
の

監
査
委
員
と
い
う
、
大
役
を
拝

命
い
た
だ
き
ま
し
た
。

区
の
会
計
は
、　
一
般
会
計

・

公
民
館

・
神
社

ｏ
芸
能
保
存
の

四
会
計
の
監
査
、
運
営
が
適
切

か
ど
う
か
を
見
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
大
切
な
財
産
を
維
持
管

理
す
べ
く
、
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
御
指
導
、
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

横 前 昌 彦 加 藤 忠 彦 北 原 昌 己

こ
の
度

の
改
選

に
よ
り
私
た
ち
十
　
　
」Ｌ
■
７
７

二
名
が
、
各
分
館
　
■
「
ヽヽ
　
・

よ
り
選
出
さ
れ
ま
　
■
【　
・ｏ　
一

し
た
分
館
長

・
分
　
　
Ｊ
■
■
「

館
主
事

で
あ
り
ま

す
、
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

公
民
館
事
業
活

動
も
本
館

・
サ
寵

・

分
館
〓
段
階
の
流

れ
が
具
体
化
さ
れ

て
各
分
館
ご
と
に

事
業
計
画
に
添

っ

''t

て
活
発
化
さ
れ
て

，

■
Ｉ

Ｉ
Ｉ

行
き
ま
す
。

∩

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
事
業
活
動

・

生
涯
学
習
活
動

・
ふ
れ
あ
い
学

習
、
色
々
な
分
野
の
中
で
役
員

の
皆
さ
ん
の
協
力
、
又
努
力
し

助
け
合

っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
地
域
の
皆

様
に
少
し
で
も
喜
ん
で
頂
け
る

よ
う
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
一推
進
活
¨

動
、
町
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、

大
勢
の
仲
間
の
交
流
が
で
き
た

ら
よ
り
幸
せ
と
思
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
大
切
な
現
在
、

私
た
ち

一
人

一
人
が
常
に
発
想

の
転
換
を
軸
に
考
え
て
進
ん
で

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
民
館
活
動
の
重
要
さ
を
み
ん

な
で
協
力
し
前
向
き
に
頑
張
り

ま
す
。
分
館
長
会
長

仲
　
平

　

　

伸

′
i｀fηでり

冒
ヽノ´ 、

■
1区分館長

美奈人

■」
「

『 6区分館長
栗 沢 宗 重

5区分館長
伊奈川 和 彦

4区分館長
高 山 光 義

3区分館長
イ中 平     イ申

＼ _/

2区分館長
北 島 邦 夫 甕

二

） ′

■鵞
6区分館主事   5区 分館主事
中 垣 啓 成  林   兵 一

h
4区分館主事   3区 分館主事   2区 分館主事   1区 分館主事
塚 本 洋四郎 白 河 福 美 松 島 繁 実 松 岡 修 二

平成13年度 高森町公民館下市田支館

歳入歳 出予算書

(自平成 13年 4月 1日 ～至平成14年 3月 31日 )

平成13年 3月 21日可決

歳入の部           歳出の部    (単 位千円)

科  目 本年度予算額

総 務 費 2,925

事 業 費 1,680

広 報 費 20

予 備 費 236

合  計 4,861

平成13年度 下市田区一般会計

歳入歳 出予算書

(自 平成13年 4月 1日 ～至平成14年 3月 31日 )

平成13年 3月 21日可決

【1.収入の部】         【2.支出の部】

区  分 本年度予算額

1.区 費 15,020

2.繰  入  金 1,396

3.町 支 出 金 3,550

4.財 産 収 入 1,545

5.寄  付 金 550

6.消 防義務金 2,600

7.諸 収 入 金 350

8.前 期繰越金 6,500

合   計 31,511

(単位 千円)

科  目

繰  越  金 600

繰  入  金 3,010

補 助  金 1,250

雑  収  入 1

合  計 4,861

区  分 本年度予算額

1.総  務 費 14,745

2.環境衛生 費 1,123

3.林  務  費 1,020

4.土  木 費 2,670

5.水  利  費 2,660

6.消  防  費 2.240

7.公 民 館 費 3,010

8.予  備  費 4,043

合    計 31,511

´ お

¨
・
●
Ｉ
Ｉ

イ
ー
■
●

「
ｌ
Ｊ1

ヽ_

ヽ

ギ翼覇▼ _~7
‐

本年度予算額
||
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］
萩
の
里
ふ
れ
あ
い広
場
　
　
　
・幽

囲
　
　

　
　

　
　

民
生
児
童
委
員

林

　

　

昭

治

機

二
月
二
日
下
市
田
区
民
会
館
　
八
十
才
以
上
の
方
、
身
障
者

一
・

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

共
催
に
よ
る
萩
の
里
ふ
れ
あ
い

広
場
が
、
大
勢
の
招
待
者
、
保

育
園
児
、
実
行
委
員
会
の
皆
様

方
の
ご
協
力
で
、
盛
会
に
出
来

ま
し
た
事
に
、
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
広
場
の
招
待
者
は

―
―
―

一

１１１１
１１１
‐――
「』
‐

一

ｔ

ヽ

一顧

上
の
二
人
暮
ら
し
、
七
十
才
以

上
の

一
人
暮
ら
し
、
介
護
保
険

認
定
四

・
五
度
の
介
護
者
の
方
々

で
す
。
私
も
萩
の
里
ふ
れ
あ
い
広
場

を

一
回
か
ら
十
二
回
ま
で
実
行

委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
十
二
回
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
ま
ず
出
席

者
の
顔
ぶ
れ
が

大
変
に
変

っ
た

こ
と
、
二
月
の

初
旬
と
云
う
事

も
あ
り
、
寒
い

天
候
で
出
席
者

に
変
り
は
有
り

ま
す
が
、
年
々

出
席
者
が
減

っ

て
来
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
広
場

の
行
事
は
多
少

変
り
ま
し
た
が
、

開
催
の
時
期
の

二
月
を
変
え
る

時
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
各
団
体
の
役

員
の
方
々
だ
け

の
申
大
″何
禾
女口貝
△
ム

で
な
く
、
ふ
れ

あ
い
広
場
の
趣
旨
に
ご
協
力
し

て
下
さ
る
大
勢
の
区
民
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
実
行
委
員

に
参
加
し
て
頂
き
、
招
待
者
の

方
々
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
参

考
に
し
て
、
区
民
全
員
参
加
の

楽
し
い
ふ
れ
あ
い
広
場
に
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

区
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

十
＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

本
年
よ
り
、
従
来
の

「
教
養

部
」
「
体
育
部
」
等
の
四
部
体

制
か
ら

「
少
人
数
の

一
つ
の
部

で
全
て
や
る
」
部

へ
組
織
が
変

わ
り
ま
し
た
。
新
雪
に
シ
ユ
プ
ー

ル
を
描
く
役
目
を
仰
せ
つ
か

っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な

折
に
訳
も
分
か
ら
ず
部
長
を
引

き
受
け
、
各
方
面
に
御
迷
惑
を

お
か
け
す
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
て
お
り
ま
す
。

区
民
の
方
々
の
御
助
言
や
御

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

に
て
、
第
十
二

田
区
と
　
一
Ｔ

三
級
以
上
、
七
十
五
才
以

ふれ無演揚

滝 沢 日召 彦

I.【収入金の部】

平成12年度下市田区一般会計決算報告書

(自平成12年 4月 1日 ～至平成13年 3月 31日 )

収入金計 41,143,422円  支出金計 30,834,756円  差引残高 10,308,666円
Ⅱ.【支出金の部】 (単位 円)

平成12年度 高森町公民館下市田支館決算報告書

(自平成 12年 4月 1日 ～至平成 13年 3月 31日 )

決算収入額 5,011,658円  決算支出額 4,338,608円  残 高 673,050円 (JAみ なみ信州預金 673,050円 )
支出の部              ▽印減 (単位 円)収入の部

項   目 予算現額 決算収入額 比較 (予算。決算)

区

繰

町

財

費

金

金

8.前 期 繰 越 金

7,720,000

207,000

2,580,000

11,088,576

15,020,000

1,396,000

1,545,000

1,447,000

7,856,439

1,545,438

-   350,805

-   101,623

+   136,439

+     438

+   116,235323,235

2,580,000

1,786.162

11,088,576

収 入 合 計 41,003,576 41,143,422 +   139,846

決算支出額 比較 (予算・決算)予算現額|項   目

十

費

一費

一費

一費

235,118

199,5473,820,000 3,620,453

3,010,0003,010,000

9,505,57612,305,576 2,800,000

林

一土

608,538

4,173,125

3,872,882

11,886,156

863,602

238,844

113,398

211,462

335,125

- 10,168,820支 出 合 計 41,003,576 30,834,756

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

1.繰

2.繰

1,610,500

345,914

1,000

3,010,000

1,627,100

345,914

3,010,000

28,644

16,600

27,644

計△ 4,967,414 5,011,658

ナ曽 ム戊科   目 予 算 額 決 算 額

2,185,164

1,085,390

102,000

356,678

440,621

168,755

▽  106,610

7ヽ 109,245

▽  99,836

▽  32,379

▽ 324,980

総

一教

一体 費

費

１

一
２

一
３

2,285,000

1,192,000

473,000

102,000

681,658

278,000

5,011、 658 4,338,608 673,050合    計
(補正後予算)

＼

「
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
‐
―

‐
　
．
　

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
公
民
館
下
市
田
支
館

一

Ｆ
部
‐長

挨

拶
Ｌ

¬ヽ|」

″●(

ヽ_

消 防 義 務 金

1,294,377

0

+   339,162

5.寄  付  金

7.諸 収 入 金 7.公 民 館 費

不|」

費防

0

費 1 4,108,000

|―
   ―――――■

1  3,838,000 1

5.水

6.消

12,125,000

977,000

820.000

予  備  費

3.補  助  金
4.雑  収  入

0

0

05.図 書 部 費

6.予  備  費

llよ4.視
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よ
う
こ
そ
下
市
田
ヘ

私
達
家
族
は
、

平
成
九
年
の
春
、

豊
丘
村
か
ら
引

っ

越
し
て
来
ま
し
た
。

こ
ち
ら
に
お
世
話

様

に
な

っ
て
、
早

い
も
の
で
、
四
月

区
　
で
四
年
が
過
ぎ
ま

３
　
し
た
。
子
供
は
二
人
で
、

長
男
は
、
豊
丘
中

学
を
卒
業
し
て
、

こ
ち
ら
に
来

て
高
校

に
通
い
、

現
在
は
郡
内
に
就
職
し
て

い
ま
す
。

二
男
は
、
小
学
校
二
年

生
ま
で
豊
丘
で
、
三
年
生

か
ら
高
森
南
小
学
校
に
通

い
、
今
は
中
学
校
に
通

っ

て
お
り
ま
す
。
前
の
学
校

で
の
友
達
と
の
別
れ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
新
し
い
出

会
い
が
あ
り
、
お
友
達
も

た
く
さ
ん
出
来
ま
し
た
。

前
に
い
た
所
は
、
周
囲

見
渡
せ
ば
山
々
で
、
家
が

ぽ
つ
ん
ぽ

つ
ん
と
あ
る
だ

け
で
、
学
校

へ
行
く
の
に

も
遠
く
て
大
変
だ

っ
た
け

ど
、
今
は
、
近
く
に
学
校

が
あ
り
、
公
園
や
グ
ラ
ン

ド
も
あ

っ
て
、
子
供
を
育

て
る
の
に
と
て
も
良
い
環

の
ど
か
な
町
で
、
子
育
て
が
出

来
る
こ
と
は
、
と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
ち
ら
へ
来
て
何

も
分
か
ら
な
い
時
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
役
員
、
組
合
の
役
員
、
昨
年

は
組
長
を
や
ら
せ
て
頂
き
、
色
々

と
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、

少
し
ず

つ
で
す
が
、
地
域
の
事

が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高森町へ来て

松 村 和 子

境

で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

自
然
が
豊
か
で

農
産
物
の
喜
ば
れ
る

新
鮮
度
と
安
さ

三
区

上

沼
政
夫

ら
自
分
た
ち
は
、
車

・

電
気
製
品

・
そ
の
他

工
業
製
品
を
大
量

に

買

っ
て
い
る
。
だ
か

ら
日
本
が
わ
ず
か
な

農
産
物
を
買

っ
て
も
当
然
」
と

い
う
考
え
方
で
物
事
を
判
断
し

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
私
は

一
つ
の
大
き

な
疑
間
を
持

っ
て
い
る
。

そ
れ
は
な
ぜ
海
外
か
ら
フ
ェ

リ
ー
や
航
空
機
で
入

っ
て
く
る

農
産
物
が
、
国
内
の
品
物
よ
り

安
い
の
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
で
何
人
か
の
外
食
産

業

の
人

に
聞
い
た

が
、
「
味

は
追
求

今
野
菜
の
輸
入
制
限
が
大
き

な
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
時
々

海
外
に
行
く
と
、
現
地
の
人
は
、

日
本
は
工
業
国
で
、
自
分
た
ち

を
農
業
国
と
い
う
見
方
を
し
て

い
る
。
こ
の
食
い
違
い
が
だ
ん

だ
ん
大
き
く
な
り
、
今
日
の
い

ろ
ん
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

よ
く
言
わ
れ
る
事
は

「
日
本
か

問
題
は
、　
　
　
　
　
　
　
だ
。．‘」・が
』
雌
遅

解
決
を
求
め
て
現
れ
る
。
　
れ
で
‐ま‥な
日
午
¨

一
区

木

下

信

美

ヽと
瑚

「ぬ
電́

，な

し

ヵ

　

一
世
」
に

ぉ

¨

最
近
の
事
件
報
道
を
見
て
い
　
の
こ
そ
最
も
新
し
い
」
と
い
う

る
と
、
こ
の
国
の
将
来
は
ど
う
　
こ
と
も
あ
る
。

な

っ
て
し
ま
う
ん
だ
ろ
う
と
本
・
　

朝
、
散
歩
を
し
て
い
る
と
登

当
に
心
配
に
な

っ
て
く
る
。
お
　
校
途
中
の
子
供
た
ち
が

「
行

っ

ぞ
ま
し
い
事
件
の
連
続
で
あ
る
。
　
て
き
ま
す
」
と
元
気
良
く
挨
拶

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
ど
ん
な
解
一　
し
て
く
れ
る
。
少
な
く
と
も
高

決
を
求
め
て
現
れ
て
い
る
の
だ
　
森
の
小
中
学
生
は
。

ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
履
物
を
揃
え
よ
」
と
言

っ

少
し
前
の
教
育
実
践
家
森
信
　
て
も
、
今
で
は
履
物
を
脱
ぐ
の

三
先
生
が
、
教
育
の
基
本
は
、
　

は
家
に
上
が
る
時
ぐ
ら
い
だ
か

「
一
に
挨
拶
、
二
に
履
物
を
揃
　
ら
、
こ
れ
は
家
庭
の
問
題
で
あ

姿 え
勢 る
を こ
正 と
す
｀

に二
と に

■
■
■

す
る
が
、
形
に
は
関
心
を
も

っ

て
い
な
い
」
と
い
う
答
え
だ

っ

た
。　
一
方
量
販
店
で
は

「味
よ

り
も
形
を
重
視
す
る
」
と
の
発

言
が
多
か

っ
た
。
こ
の
大
き
な

食
い
違
い
を
無
視
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

し
カ例
え
ば
、
朝
市
で
売
ら
れ
て

い
る
野
菜
を
消
費
者
は
、
土
が

つ
い
て
い
る
物
を
新
鮮
だ
と
何

の
抵
抗
も
な
く
買

っ
て
行
く
。

ま
た
あ
る
人
は
ト
マ
ト

・
キ

ュ

ウ
リ

●
ナ
ス
な
ど
は
全
部
同
じ

大
き
さ
で
パ

ッ
ク
詰
め
さ
れ
て

い
な
い
と
駄
目
だ
と
い
う
。
こ

う
し
た
矛
盾
が
農
産
物
に
余
分

な
手
間
を
か
け
価
格
を
高
く
し

て
い
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

本
来
農
産
物
は
と
れ
た
場
所

の
周
り
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
で

新
鮮
度
と
安
い
価
格
で
喜
ば
れ

て
き
た
。
今
こ
の
よ
う
な
説
明

が
、
消
費
者
に
さ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
で
輸
入
制
限
問
題
な
ど
、

大
き
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

る
と
言
え
る
。

一
番
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て

し
ま

っ
た
の
は
、
二
番
目
の
姿

勢
教
育
で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
、
立
腰
と
も
言
い
腰

骨
を
立
て
る
こ
と
を
言
う
。
で

は
姿
勢
が
悪
け
れ
ば
何
が
い
け

な
い
の
か
。
首
を
曲
げ
た
り
、

体
を
歪
め
た
り
す
る
と
血
行
が

悪
く
な
る
。
又
、
背
骨
の
中
を

通

っ
て
い
る
神
経
が
圧
迫
さ
れ

て
身
体
全
体
の
調
整
が
う
ま
く

い
か
ず
、
脳
の
働
き
が
悪
く
な
っ

た
り
、
思
考
回
路
に
異
常
を
き

た
す
こ
と
も
あ
る
。
姿
勢
を
正

せ
ば
、
脳
下
垂
体
の
働
き
が
活

発
に
な
リ
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が

良
く
な
る
。
又
、
血
行
が
良
く

な
れ
ば
、
頭
の
働
き
も
良
く
な

る
。
更
に
姿
勢
を
正
す
こ
と
は

胸
を
張
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

考
え
方
も
前
向
き
に
な
る
。

つ

ま
り
心
の
働
き
も
健
康
に
す
る
。

私
た
ち
は
今
、
も
う

一
度
原

点
に
立
ち
返

っ
て
、
森
先
生
の

三
つ
の
基
本
、
と
り
わ
け
姿
勢

教
育
を
、
ま
ず
家
庭
に
お
い
て
、

そ
し
て
地
域
社
会
に
お
い
て
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

外

〕

」
、ご

「

「

~=ア
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わたしの作文

ぼくの作文

四
月

一
日
に
、
お
母
さ
ん
の

友
達
や
ぼ
く
の
友
達
と
、
東
京

デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
ヘ
行
き
ま

し
た
。
ぼ
く
は
、
三
回
目
だ
け

ど
、
ど
う
し
て
も
乗

っ
て
み
た

い
物
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

中
学
生
に
な

っ
て
が
ん
ば
り
た
い
こ
と

宝

榊

原

亜

弓

（六
区
）

ス
プ
ラ

ッ
シ

ュ
・
マ
ウ
ン
テ
ン

で
す
。
前

に
来
た
時
は
、
二
回

と
も

こ
わ
く
て
乗
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

で
も
今
度
は
、
乗

っ
て

み
よ
う
と
思

っ
て
ま
し
た
。
最

初

に
買

い
物
を
し
て
、
後
は
、

ま
ち
時
間
の
少
な

い
物

に
乗
ら

た
り
、
パ
レ
ー

ド
を
見
た
り
し
ま
し
た
。

夕
方

に
な

っ
て
、
た

か
あ
き
君
を
さ
そ
い
お

母
さ
ん
と
二
人

で
、

ス

プ
ラ

ッ
シ

ュ
・
マ
ウ
ン

テ
ン
の
所
ま
で
行
き
ま

し
た
。
や

っ
ぱ
り
た
く

さ
ん
の
人

で
、　
一
時
間
半
く
ら

私
が
中
学
生

に
な

っ
て
が
ん

ば
り
た
い
事
は
四

つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
勉
強

で
す
。
小
学

校

の
時

に
比

べ
る
と
だ
ん
だ
ん

む
ず
か
し
く
な

っ
て
き
て
る
の

で
復
習
を
し

っ
か
り
し
て
み
ん

な
に
お
い
て
い
か
れ
な
い
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

二

つ
目
は
部
活
で
す
。
私
は
、

吹
奏
楽
部

に
入
り
ま
し
た
。
楽

器
は

「
フ
ル
ー
ト
」

で
す
。
初

め
て
吹
い
た
時

に
す
ぐ
音
が
出

て
う
れ
し
く
て
フ
ル
ー
ト
に
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
練
習
し
て
上
手

に
な

っ
て
来

年

の
新
し
い

一
年
生

に
教
え
て

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

三

つ
目
は
中
学
校

で
の
良

い

思

い
出
を
作
る
事

で
す
。

今

の
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
会

え
た
事
も
何
か
の

″縁
″
か
も

し
れ
な
い
の
で
、
三
年
間
仲
良

く
過
ご
せ
た
ら
い
い
と
思

い
ま

す
。
部
活

で
も
先
輩
や
後
輩
と

仲
良
く
し
た
り
、
同
じ
パ
ー
ト

の
子
と
も
仲
良
く
な

っ
て
大
人

に
な

っ
て
お
酒
を

一
緒
に
飲
ん

だ
り
、
買

い
物
を
す
る
仲

に
な

れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

で
も
、
中
学
生

に
な

っ
て
か

ら
の
友
達
も
す
ご
く
大
事
だ
と

思
う
け
ど
、
小
学
生
の
時

同
じ
ク
ラ
ス
だ

っ
た
友
達

と
も
仲
良
く
し
て
行
き
た

い
で
す
。

四
つ
目
は

「
九
ケ
年
皆

勤
賞
」
を
も
ら
う
事
で
す
。

私
は
、
小
学
校
で

「
六
ケ

年
皆
勤
賞
」
を
も
ら

っ
た

の
で
、
残
り
三
年
間
健
康

で
毎
日
休
ま
ず
行
け
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。

中
学
三
年
生
に
な

っ
て
こ
の

作
文
を
読
み
返
し
て
四
つ
の
事

が
実
現
で
き
て
い
た
ら
す
ご
く

う
れ
し
い
で
す
。

ス
プ
ラ

ッ
シ

ュ
６

マ
ウ
ン
テ
ン

小
五

大

沢

翔

平

（二
区
）

い
ま
ち
ま
し
た
。
ま

っ
て
い
る

間
ぼ
く
は
、
き
ん
ち

ょ
う
で
あ

ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
か

っ
た
け
ど
、

反
対

に
た
か
あ
き
君
は
、　
一
人

で
し

ゃ
べ
っ
て
ば
か
り
で
し
た
。

ぼ
く
達
の
番
が
来
て
、
き
ん
ち
ょ

う
し
た
ま
ま
ボ
ー
ト
に
乗
り
ま

し
た
。
落
ち
る
の
は
、
最
後

の

所
だ
け
と
聞

い
て
い
た
け
ど
、

途
中
三
回
も
落
ち
る
所
が
あ

っ

て
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
最
後
、

滝

つ
ば
に
落
ち
る
前
、
い
っ
し
ゅ

ん
ボ
ー
ト
が
止
ま

っ
て
落
ち
る

事
が
わ
か
る
ん
だ
け
ど
、
そ
の
し
ゅ

ん
間
は
、
や
っ
ぱ
り
こ
わ
か

つ
た

で
す
。

で
も
、
落
ち
た
時
、
水

し
ぶ
き
が
か
か

っ
た
り
し
て
楽

し
か

っ
た
。
乗
り
終
わ

っ
て
み

る
と
、
次

に
行

っ
た
時
も
乗

っ

て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

平成13年度 高森町公民館下市田支館事業計画 平成13年度 高森町公民館下市田各分館事業計画

月日 (曜 ) 行 事 名 場  所 事業の内容等 I Esrma

平成14年
1/

(8/16(′特)

10/

5/

6/90

(7/220)

7/28仕)

(10/7(日 ))

10/130～
14(日 )

(11/30)

(11/(ω )

(2/170)

3/(」 (日 )

随 時

区報 (館報)の編集
(51号 )(2/1発行 )

(町 スポーツ大会)

萩山神社春祭り

図書管理

(盆 野 球)

区報 (館報)の編集
(50号 )(11/1発行)

(町民運動会)

文化祭り。敬老会

ぐるリウォーキング

(歩 こう・ 走ろう

秋の高森)

(町ふるさと祭り

文化祭 )

区報 (館報)の編集

(49号 )(6/1発行)

地元町議との懇談会

(町 スポーツ大会)

萩の里祭り

区民会館

区民会館

区民会館

区民会館

区 内

区民会館

区民広場

区民会館

区民会館

企画・ 原稿依頼・編集 編集責任者 支館長

企画・ 原稿依頼・編集

(分館対応)

編集責任者 支館長

企画 。原稿依頼・編集 編集責任者 支館長

萩山郷土芸能発表会

図書の購入 。貸出し

(分館対応 )

支館三役・ 分館長

担当部長

地元町議の所信表明

区民の要望・ 懇談等

支館長・担当部長

盆踊り

お楽 しみコーナー

(分館対応 )

支館長・ 担当部長

作品展示・舞台発表 。敬老会

ウォーキング等

(分館対応)

支館長・ 担当部長

事業名 。内容

分

館 月日 (曜 )月日

そ の 他 事 業体 育 事 業

事業名・ 内容曜 ,

7/上旬0
10/上旬(日 )
11/下旬(日 )

1区ふれあい広場 ([
1区芸能祭 (区民会
1区展覧会 (1区生

中央公園 )
・館 )
.活 センター)tr l,o

1区軽スポーツ大会
(区民広場 )

下 旬  |
:夕   |
上 旬 (日 )1

2区納涼祭
(下二会館多目的広場)(駐車場 )
生涯学習
(小中学校 PTA・ 育成会 )

8/40

区

6/ン 10(日 ) マレットゴルフ大会

(親水公園)

5/27(日 )

6/
11/

お楽しみ演芸会 (区民会館)

小中学生ふれあい学習
(年 2回実施予定
第 2・ 第 4土曜日)区

5/27(日 ) ふれあい
グランドゴルフ大会
(区民広場 )

ふれあいスポーツ大会

(区民会館・区民広場)
四

区

9/9(日 )

10/7(日 )

々

〈
〓

方

機

アパート及び独立世帯との

交流会 (5区 会所)
日頃独立 。アパー ト住まいの

との交流が少ないので交流の

を設け懇談する。

五

　

　

区

9/2(日 ) スポーツ大会
(南小体育館・
グランド)

・ グランドゴルフ
●ソフトノヾレー

・ ボールカロソティー

未定

０
加
　
ｍ
閃
０
０

7/29
又は8/

夏祭り。灯籠流し

煙火大会 (出砂原地域 。天竜河原)

小中学生ふれあい学習

(期 日・ 内容・ 場所ともに未定 )

盆踊り大会 (お祭り広場 )

納涼祭 (お祭り広場 )

|

区

5/27(日 ) 常会対抗
グランドゴルフ大会

(河川敷グランド)

―
―
目
〓
‥
―
口
Ｊ
田
目
■
■
■
■

ｌ
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介刀ロ立Ｔプ一
ロ
レ
Ｆ

′グ

母

さ

ん
た
ち
。

家
事
を
終
え
ホ

ッ
と
す
る
間
　
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　

中
／

健
康

の
た
め
、

ス
ト
レ
　
み
ま
せ
ん
か
。

も
な
く
出
て
く
る
の
は
少
々
心
　
ボ
ー
ル
を
上
げ
な
が
ら
旬
な
話
　
ス
解
消
の
た
め

一
緒
に
汗
を
流
　
　
く
れ
ぐ
れ
も
、
下
３
ソ
フ
ト

に
ゆ
と
り
が
必
要
か
も
し
れ
ま
　
か
ら
広
く
高
森
町
の
今
後
ま
で
、　
し
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
キ
ャ
ッ
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
女
性

せ
ん
。
で
も
、
ひ
と
汗
か
い
て
　
ボ
ー
ル
も
飛
び
交
う
け
れ
ど
も
　
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
メ
デ
タ
ク
四
　
の
方
々
に

「
四
十
歳
に
な

っ
た

「
あ
―
気
持
ち
良
か

っ
た
。
」
と
　
い
ろ
ん
な
話
も
飛
び
交

っ
て
い
　
十
歳

（も

っ
と
若
い
方
で
も
可
）

の
？
」
な
ど
と
声
を
掛
け
な
い

さ
わ
や
か
に
な

っ
て
帰
ら

て
ゆ
　
ま
す
。
通
年
で
の
練
習
は
で
き
　
に
な

っ
た
力
行
会
女
性
会
員
を
　
で
下
さ
い
ね
。

Ｔ
‥

０
１

１
‥

●
〓

―
‥

‥

―

軍

●
軍

‥

＋
‥

‥

―

‥

１

１
‥

―
〓

‥

‡

Ｉ

Ｉ

‥

＋
‥

‥

―

‥

‥

●
‥

１
１

１
‥

―
軍

‥

す

軍

，
軍

‥

‥

〓

‥

‥

１
１

‥

†

軍

‥

〓

軍

‥

‥

４

‥

１

と
し
て
第

一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
　
祠
は
小
さ
く
目
立
た
な
い
が
地
　
生
活
の
バ

が
、
日
本
中
で
話
題
に
な

っ
た
　
元
の
人
達
の
熱
心
な
保
存
管
理
　
ロ
メ
ー
タ
ー

「富
本
銭
」

で
あ
り
ま
す
。

そ
　
が
な
さ
れ
、
他
町
村
か
ら
も
参
　
と
言
わ
れ

れ
と
同
じ
も
の
が
五
区
武
陵
地
　
詣
が
多
く
訪
ず
れ
線
香
の
煙
が
　
て
い
る
公

古
墳
か
ら
出
土
し
町
の
歴
史
民

俗
資
料
館

へ
提
供
し
た
も
の
が
、

奈
良
県
か
ら
出
土
し
た
物
と
同

一
と
判
り
、
町
を
元
気
付
け
た

下
３
ソ
フ
ト

「
今
日
は
暑

か

っ
た
ね
。
」

タ
オ
ル
片
手
に

夜
の
体
育
館
に

集
ま
る
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
の
好
き

な
力
行
会
の
お

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

三
区

青

木

房

子

き
ま
す
。

日
頃
、
近
所

の
方

で
も
顔
を

合
わ
す
機
会
が
少
な
く
な

っ
て

き
ま
し
た
が
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

を
通
じ
て
、
顔
を
合
わ
せ
、
心

身

の
健
康
増
進
を
は
か
り
、
親

睦
を
深
め
な
が
ら
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
も
楽
し
む
、
そ
ん
な
チ
ー
ム

ま
せ
ん
が
、
暖
か

く
な

っ
た
四
月
か

ら
週

一
回
を
楽
し

み
に
集
ま

っ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た

機
会

の
持

て
る
こ

と
は
地
域

に
と

っ

て
大
切

で
意
味

の

あ
る
こ
と
と
感
じ

て
い
ま
す
。

『
参
加
者
募
集

古

い
事

ば
か
り
で

は
な
く
、

近
年
五
区

の
河
原
地

籍

に
立
派

な
建
物
が

完
成
し
ま

し
た
。
そ

れ
は
文
化

対
象

に
募

っ
て

い
士
や
す
一。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
や

っ

て
み
よ
う
と
思

う
方
、
あ
な
た

も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
疲

れ
た
体

に
も
心

の
た
め
に
も
汗

を
流
し
て
リ
フ

レ
ッ
シ

ュ
し
て

完
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

土
地
利
用
に

つ
い
て
は
、
遊

休
荒
廃
地
は
皆
無

に
等
し
く
良

く
耕
作
さ
れ
て
お
り
、
特

に
目

立

つ
の
が
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
で
、
農
業
経
営

の
リ
ー
ド

役
を
し
て
居
る
人
達
が
多

い
で

す
。
自
然

で
は
、
夏

の
夜

に
ホ

タ
ル
も
み
ら
れ
緑
多
く
環
境

の

良

い
地
域

で
す
。

又
住
民
同
志
で
は
ア
パ
ー
ト
、

独
立
世
帯
と
の
懇
話
会
を
開
い

た
り
し
て
、
地
域
内

の
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図

っ
て
お
り

ま
す
。
住
ん
で
良
か

っ
た
と
喜

び
と
誇
り
を
大
事

に
し
て
行
く

地
域
に
す
る
た
め
に
、
皆
様

の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

誇
り
あ
る
地
域
五
区

副
部
落
長

小

川

音

夫

私
達
の
五
区
は
、　
源
で
あ
り
ま
す
。
五
区
内
に
は

上
段
は
住
宅
と
農
　
古
墳
群
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ

地
で
、
下
段
は
天
　
か
ら
出
土
し
た
土
器
等
も
多
く
、

竜
川
ま
で
の
河
原
　
町
の

「時
の
駅
」
に
陳
列
さ
れ

で
あ
り
大
部
分
が
　
て
い
ま
す
。

農
地
で
あ
り
ま
す
。　
　
次
に
国
道

一
五
三
号
線
際
に

誇
り
あ
る
地
域
　
あ
る

「
日
限
地
蔵
様
」
で
す
。

い
つ
も
立

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
　
共
下
水
道
の
終
末
処
理
場
で
す
。

慌
し
い
時
世
で
は
あ
り
ま
す
が
、　
大
事
な
農
地
を
町

・
町
民
の
た

御
利
益
を
授
け
て
く
れ
る
地
蔵
　
め
に
と
、
多
く
の
耕
作
者

・
地

様
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
元
の
人
達
の
理
解
協
力
が
あ
り

≪眩

「小
正
月
行
事
」

中
止
の
お
わ
び

≪雹

去
る

一
月
二
十
八
日
に
実
施

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

「小

正
月
行
事
」
は
、
大
雪
の
た
め

中
止
致
し
ま
し
た
。
高
寿
会
の

皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
の
ご

指
導
の
中
で
、
準
備
万
端
整
え

て
の
中
止
で
、
誠
に
残
念
で
し

た
が
、
参
集
い
た
だ
く
皆
様
の

安
全
を
、
第

一
に
考
慮
し
て
の

決
断
と
な
り
ま
し
た
。

楽
し
み
に
し
て
下
さ

っ
た
皆

様
に
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
三

・
十
四
年
度
の
編

集
委
員
会
は
左
記
の
通
り
構
成

し

「萩
の
郷
」
発
行
を
担
当
し

ま
す
。
尚
、
編
集
委
員
は
全
員

が
支
館
部
員
で
あ
り
、
支
館
事

業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
・

副
支
館
長

支
館
主
事

編
集
委
員

鰺
％
″
″％
〃″〃多
ｚ

⑮
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支 会 副 区
館  区
長 計 長 長

洞 三 東 上 滝 田 北 竹 塚 北 田 木 宮 田 小 大 塩 富
垣            宮
浦 外 沼 沢 中 林 下 平 沢 中 下 島 中 山 沢 沢 田

恒 恵 季 健 昭 和 き永 加 安 幸  ツ達 佳   隆
み

人 子 子 二 彦 子 子 治 子 子 蔵 洋 ヨ郎 子 操 学 仁

編
集
委
貝

新
年
度
を
迎
え
、
代
議
員
会

を
は
じ
め
各
委
員
会
の
交
替
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
本
号
は
そ

の
関
連
記
事
が
中
心
と
な

っ
て

い
ま
す
。
今
後
二
年
間
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
又
、
公
民

館
下
市
田
支
館

・
各
分
館
の
事

業
計
画
も
記
載
し
て
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
事
業
が
無
事
推
進

で
き
ま
す
よ
う
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「萩

の
郷
」
発
行
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
各
方
面
か
ら
の
情

報
、
紹
介
記
事
と
共
に
、
記
録

と
し
て
の
意
義
も
含
め
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
建

設
的
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

大 下 中 北 森 仲 松 前

蔵 平 村 原 下 平 原 野

孝 卓 孝 澄 春 信 み 光
ゆ

子 也 公 子 夫 明 き 博
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